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４
月
９
日
、
大
阪
ガ
ス
㈱
有
本
副
社
長
か
ら
敦
賀
Ｌ
Ｎ
Ｇ

基
地
建
設
計
画
の
中
止
決
定
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成

４
年
６
月
に
敦
賀
市
が
「
誘
致
」
を
表
明
し
、
市
議
会
に
お

い
て
も
「
誘
致
決
議
」
を
行
い
、
敦
賀
港
の
利
用
拡
大
、
雇

用
の
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
、
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
取
り
組
ん
で
き
た
だ
け
に
、

誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
大
阪
ガ
ス
㈱
が
将
来
の
都
市
ガ
ス
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
22
年
の
操
業
開
始
を
目
指
し
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
、
環
境
保
全
エ
リ
ア
の
整
備
、
港

湾
の
埋
立
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
厳
し
い
経
済

見
通
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
操
業
開
始

が
10
年
程
度
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

市
は
計
画
中
止
を
受
け
、
５
月
８
日
付
け
で
、
土
地
提
供

者
並
び
に
地
元
関
係
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
環
境
エ
リ
ア

を
は
じ
め
と
す
る
取
得
用
地
の
適
正
な
維
持
・
管
理
は
も
と

よ
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
に
替
わ
る
土
地
利
用
計
画
の
明
示
等
、

６
項
目
に
つ
い
て
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う
申
し
入
れ
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
６
月
11
日
、
大
阪
ガ
ス
㈱
か
ら
現

時
点
で
の
も
の
と
し
て
、
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
市
と
誠

実
に
相
談
・
協
議
し
て
い
く
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
具
体
的
方
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
引
き
続

き
大
阪
ガ
ス
㈱
に
対
し
、
誠
意
と
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

大
阪
ガ
ス
か
ら
の
回
答

１．

取
得
済
み
用
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

「
現
時
点
で
は
利
用
計
画
は
見
出
し
得
ま
せ
ん
。
今
後
に

つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
市
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
取
り

扱
い
を
検
討
し
ま
す
」

２．

土
地
提
供
者
お
よ
び
地
元
関
係
者
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て

「
今
後
も
引
き
続
き
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
」

３．

取
得
済
み
用
地
の
管
理
保
全
に
つ
い
て

「
所
有
者
と
し
て
適
切
な
管
理
保
全
に
努
め
ま
す
」

４．

環
境
保
全
エ
リ
ア
「
中
池
見
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ

い
の
里
」
に
つ
い
て

「
当
面
は
現
状
ど
お
り
維
持
管
理
を
継
続
し
ま
す
。
今
後

の
方
策
は
市
及
び
県
と
も
相
談
し
、
検
討
し
ま
す
」

５．

港
湾
計
画
及
び
上
水
道
計
画
に
つ
い
て

「
公
共
の
埋
立
計
画
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
県
と
協

議
し
ま
す
。
上
水
道
に
つ
い
て
は
市
と
協
議
・
調
整
の
う

え
適
切
に
対
処
し
ま
す
」

６．

敦
賀
事
務
所
の
存
続
に
つ
い
て

「
今
後
の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
ま
す
」

こ
れ
ま
で
の
経
緯

平
成
４
年
６
月
　
敦
賀
市
「
誘
致
表
明
」

平
成
４
年
12
月
　
敦
賀
市
議
会
「
誘
致
決
議
」

平
成
11
年
９
月
　
基
地
計
画
延
期
発
表

平
成
12
年
５
月
「
中
池
見
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
里
」

オ
ー
プ
ン

平
成
14
年
４
月
９
日
　
大
阪
ガ
ス
㈱
中
止
決
定
を
発
表
、

市
議
会
全
員
協
議
会
開
催

平
成
14
年
４
月
13
日
〜
23
日
　
地
元
・
土
地
提
供
者

説
明
会
開
催
（
５
回
）

平
成
14
年
５
月
８
日
　
大
阪
ガ
ス
㈱
に
対
し
、
中
止
決
定

に
対
す
る
６
項
目
の
申
し
入
れ

平
成
14
年
６
月
11
日
　
大
阪
ガ
ス
㈱
か
ら
申
し
入
れ
に
対

す
る
回
答

日
本
原
子
力
発
電
!

敦
賀
３
、
４
号
機
増
設
計
画

６
月
11
日
、
市
長
が
福
井
県
庁
を
訪
れ
、
日

本
原
子
力
発
電
㈱
敦
賀
３
、
４
号
機
の
増
設
計

画
に
つ
い
て
栗
田
知
事
と
会
談
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
３
、
４
号
機
増
設
に
反
対
す
る

方
々
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る

と
の
考
え
を
示
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
市
議
会

が
商
工
会
議
所
の
増
設
促
進
陳
情
を
２
度
に
わ

た
っ
て
採
択
し
た
こ
と
、
国
の
原
子
力
安
全
保

安
院
の
設
置
や
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法

制
定
な
ど
の
取
り
組
み
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判

断
し
「
増
設
計
画
を
進
展
す
べ
き
」
と
、
知
事

に
伝
え
ま
し
た
。

知
事
は
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱
が
敦
賀
１
号

機
の
廃
炉
の
方
針
を
決
め
た
こ
と
で
県
内
の
原

子
力
発
電
所
15
機
体
制
が
守
ら
れ
る
こ
と
、
６

月
３
日
に
来
県
し
た
平
沼
経
済
産
業
大
臣
が
近

畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の
整
備
な
ど
地
域
振
興
の

要
望
に
対
し
て
政
府
を
あ
げ
て
努
力
す
る
と
明

言
し
た
こ
と
な
ど
の
過
去
の
経
緯
、
さ
ら
に
市

長
の
発
言
を
踏
ま
え
、「
最
終
判
断
を
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

知
事
は
翌
12
日
、
敦
賀
３
、
４
号
機
増
設
計

画
に
つ
い
て
電
源
開
発
基
本
計
画
に
組
み
入
れ

る
こ
と
に
異
存
が
な
い
旨
の
判
断
を
行
い
ま
し

た
。
13
日
に
は
西
川
副
知
事
が
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
を
訪
れ
、
増
設
に
同
意
す
る
旨
の
「
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

敦
賀
駅
か
ら
港
に
至
る
中
心
市
街
地
は
、
地

域
の
文
化
・
伝
統
・
歴
史
な
ど
が
集
積
し
た

「
敦
賀
の
顔
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
空
洞
化
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
中
心
市
街
地
を
再
生
・
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
商
業
の
活
性
化
と
中
心
市
街
地
の
ま
ち

づ
く
り
を
官
民
一
体
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
び
市
民
・
地
元
商
業
者
・
行
政
か
ら

な
る
「
港
都
つ
る
が
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、

市
で
は
資
本
金
の
５
４．

５
％
に
あ
た
る
６
０

０
万
円
を
出
資
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

敦
賀
市
に
お
い
て
は
、
平
成
10
年
度
に
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
平
成
11

年
度
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
事
業
に
お

い
て
各
界
各
層
の
委
員
に
よ
る
意
見
・
提
案
お

よ
び
協
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
市
民

が
企
画
か
ら
実
施

ま
で
主
体
的
に
参

加
す
る
手
法
（
市

民
活
動
主
体
型
再

生
）
が
提
唱
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
12

年
に
は
、「
敦
賀
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、
中
心
市

街
地
活
性
化
に
向
け
て
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、「
み
な
と
博
跡

地
の
活
用
法
」「
駅
周
辺
の
整
備
」
な
ど
８
つ

の
テ
ー
マ
を
定
め
、
分
科
会
を
設
置
し
て
協

議
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

市
民
・
地
元
商
業
者
・
行
政
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
推
進
に
は
、
行
政
あ
る
い
は
地
元
商
業

者
だ
け
の
取
り
組
み
に
は
人
材
・
情
報
・
資
金

な
ど
の
面
で
限
界
が
あ
り
ま
す
。
多
様
化
・
高

度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る
た
め
に

は
、
市
民
・
地
元
商
業
者
・
行
政
が
各
々
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
一
体
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

そ
こ
で
、
民
間
の
「
柔
軟
な
発
想
」、「
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
意
思
決
定
」、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
用
」
が
で
き
、
ま
た
国
の
有
利
な
補
助
制
度

を
活
用
で
き
る
「
市
民
活
動
主
体
型
再
生
」
を

目
指
し
た
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
総
合
的
に

企
画
・
運
営
す
る
組
織
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
た
の
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
で
位
置

づ
け
ら
れ
る
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
の
ま
ち
づ
く

り
会
社
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
基
本
目
標

『
港
都
つ
る
が
　
交
流
文
化
の
再
生
と
創
造
』

・
市
民
が
担
い
手
と
し
て
積
極
的
に
参
加
す

る
街

・
一
体
的
協
力
連
携
の
風
土
・
人
・
組
織
づ

く
り

・
市
民
や
外
来
者
で
賑
わ
う
、
交
流
や
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
街

・
高
齢
者
や
若
者
な
ど
多
世
代
の
暮
ら
し
の

あ
る
街

・
都
市
の
ス
ト
ッ
ク
を
活
か
し
て
個
性
的
に

情
報
発
信
す
る
街

・
環
日
本
海
交
流
等
を
睨
ん
だ
中
枢
的
業
務

機
能
立
地
が
活
性
化
す
る
街

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
事
業

「
市
民
活
動
主
体
型
再
生
」
と
い
う
方
針
に

基
づ
き
、
市
民
か
ら
の
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア

を
広
く
募
り
、
市
民
自
ら
も
事
業
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

【
会
社
概
要
】

社
　
名

港
都
つ
る
が
株
式
会
社

代
表
者

代
表
取
締
役
社
長
　
川
上
　
究

（
敦
賀
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
会
長
）

所
在
地

敦
賀
市
三
島
町
２
丁
目
１
ー
６

（
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

資
本
金

１，

１
０
０
万
円

設
　
立

平
成
14
年
７
月
１
日

※
市
民
部
会

会
社
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
敦
賀
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
役
割

を
担
う
組
織
を
再
編
し
、
構
成
員
に
つ
い
て

は
、
今
後
広
く
募
集
す
る
。

大
阪
ガ
ス
!

敦
賀
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
建
設
計
画
中
止

港
都

み
な
と

つ
る
が
株
式
会
社
設
立

７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設７月１日、事務所開設
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男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
は
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な

り
、
家
庭
･
学
校
･

地
域
･
職
場
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
男

女
共
同
参
画
の
視
点
で

の
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
み
な
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。市

で
は
、
本
当
に
豊
か
な

社
会
を
築
く
た
め
に
女
性
と

男
性
が
共
に
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
参
画
し
、
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
う
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
で
き
る

指
針
と
し
て
「
つ
る
が
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
敦
賀
市
の
施
策
を
推

進
す
る
た
め
の
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
思
い

を
反
映
し
、
主
体
的
・
積
極
的
な
参
画
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

市
民
の
思
い
が
反
映
で
き
る
参
加
方
策
の
検
討

▼
市
民
企
画
に
よ
る
「
市
民
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
10
人
（
募
集
済
み
）

▼
市
民
企
画
第
２
弾
「
広
報
紙
発
行
」
ス
タ
ッ
フ
募
集
（
５
人
）

自
分
た
ち
で
企
画
・
編
集
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
み

８
月
10
日

G

ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

男
女
共
同
参
画
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

地
域
の
人
材
発
掘

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登
用

（
30
％
）
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に

人
材
バ
ン
ク
の
登
録
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
登
用
率
を
高
め
る
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
女
性
が
適
任
者

と
な
る
努
力
も
重
要
な
課
題
で
す
。

各
種
相
談
の
対
応
と
救
済
制
度
の
導
入

今
年
度
か
ら
、
女
性
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

家
庭
や
夫
婦
の
問
題
、
生
き
方
な
ど
日
常
生
活
で
直

面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
の
相
談
を
電
話
ま
た

は
面
接
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
日

火
、
木
、
金
、
土
曜
日

（
た
だ
し
、
国
民
の
祝
日
は
休
み
ま
す
）

条
例
策
定
に
向
け
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
す

男
女
共
同
参
画
計
画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
条
例
制
定
に
む
け
た
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
後
の
「
広
報
つ
る
が
」

「
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨年度　市民参画事業　「あつまれ！パパとママ」
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貸
し
出
し
ビ
デ
オご

利
用
く
だ
さ
い

＊
女
子
差
別
撤
廃
条
約

（
条
約
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
）

＊
根
絶
！
夫
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の
支
援
）

＊
家
庭
の
中
の
男
女
平
等

（
５
家
族
の
問
題
点
を
考
え
る
）

＊
現
代
家
庭
考（

３
組
の
夫
婦
の
意
識
と
行
動
）

＊
い
ま
、
男
た
ち
が
変
わ
り
は
じ
め
る
　
　
　

（
自
分
ら
し
く
生
き
は
じ
め
た
男
性
た
ち
）

＊
あ
な
た
の
ナ
イ
ス
・
エ
イ
ジ
ン
グ

（
更
年
期
か
ら
の
女
性
の
生
き
方
）

＊
女
と
男
の
イ
イ
関
係

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
現

代
の
性
差
別

こ
の
ほ
か
に
も
多
数
取

り
揃
え
て
い
ま
す
。
地

域
・
職
場
・
学
校
、
ま

た
個
人
に
も
無
料
で
貸

し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
大
学
（
法
学
部
）
１
年
の
後

半
に
、
友
人
が
病
気
に
な
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
『
命
の
大
切
さ
』

を
痛
感
し
、
看
護
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
」
と
広
島
市
か
ら
敦
賀
市

に
来
ら
れ
、
市
立
看
護
専
門
学
校

で
勉
強
さ
れ
て
い
ま
す
。「
大
学
を

辞
め
る
時
、
親
は
大
反
対
で
し
た

が
、
今
は
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
生
き
方
に
た
め
ら
い

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
生
き
生
き
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
結
婚
し
て
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
大

型
免
許
を
取
り
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
会
社
か
ら
『
運
転
し
て
み
な
い

か
』
と
言
わ
れ
て
、
８
年
乗
っ
て

い
ま
す
。（
運
転
が
）
楽
し
い
で
す
」

と
お
っ
し
や
る
井
美
さ
ん
。
５
年

生
に
な
る
子
ど
も
の
母
親
で
も
あ

り
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
周
り
の
協

力
が
あ
る
か
ら
で
す
」
と
微
笑
ん

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

性別によって
向き、不向きを

決めつけていませんか？

問
合
せ
・
申
込
先
　
男
女
共
同
参
画
課

〒
914
・
０
０
５
８
　
敦
賀
市
三
島
町
２
丁
目
１
ー
６
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

1

23
・
５
４
１
１
6

23
・
５
６
６
２
　

※
男
女
共
同
参
画
計
画
「
つ
る
が
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
冊
子
を
、
ご

希
望
の
方
に
差
し
上
げ
ま
す
。

固定観念にしばられず、自分にあった生

き方や働き方をしているお二人に、お話を

伺いました。

井美真寿美さん井美真寿美さん井美真寿美さん井美真寿美さん井美真寿美さん井美真寿美さん井美真寿美さん井美真寿美さん井美真寿美さん

佐竹健太さん佐竹健太さん佐竹健太さん佐竹健太さん佐竹健太さん佐竹健太さん佐竹健太さん佐竹健太さん佐竹健太さん

募
　
集
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情報公開制度、
個人情報保護制度

平成１３年度の運用状況を報告します

私たちが新しい「観光敦賀キャンペーン隊」です。

全部公開したもの　　　　　９６件

部分公開したもの　　　　５９７件

全部非公開としたもの　　　　０件

請求が取り下げられたもの　　１件

合　　計　　　　６９４件

情報公開の状況

工事入札・契約関係　　　　２３件

市長交際費関係　　　　　３４８件

議会調査研究費関係　　　　４３件

文化（博物館）関係　　　２７９件

議会放映関係　　　　　　　　１件

合　　計　　　　６９４件

公開請求の内容

※「部分公開したもの」とは
個人の住所・印影・香典等については、

プライバシー保護等の観点から一部非公開
としました。

制度についての相談・案内（ホームページ、職員出前講座）・請求の受付のほか、市政に

関する資料の閲覧など、情報の提供を行っています。お気軽にご利用ください。

問合せ　総務課情報公開室　1２２－８１７８

個人情報保護についての請求や
不服申し立てはありませんでした。

情 報 提 供 の 状 況
このほかにも資料の提供や閲覧、相談など、情報提供として多くの利用（予算説明書や官報

の閲覧、国からの交付金の使い方や行政内部資料についての説明など）がありました。

◆提供者数　１５６人　　◆提供件数　２０８件

７月から来年６月までの一年間、「観光敦賀」を全国にＰＲしてくれる観光敦賀

キャンペーン隊の３人にこれからの抱負を伺いました。

生活の中で「あい

さつ」はとても大切

なことだと思います。世

界中どこへ行ってもあいさつは必ず

あります。おはよう、こんにちは、

こんばんは。そんなあいさつもある

けれど、この活動はまた違ったあい

さつになると思います。地球の中の

一つの街・敦賀で、私は「敦賀のあ

いさつ」をして、生まれ故郷の敦賀

市を今以上にもっともっと盛り上げ

ていきたいです。

観光敦賀キャンペーン隊の活動で

いろいろな出会いや経験をするだろ

うし、この活動を通して学び得られ

るものがたくさんあると思います。

それがこれからの自分にプラスにな

ればいいと思います。

日本全国のみなさんに「敦賀」と

いう街に行ってみたい！と思ってい

ただけるような活動をしていきたい

です。もちろん市民のみなさんにも

あらためて敦賀の良さを知ってもら

いたいし、敦賀だけでなく福井県と

しても自慢できる街として知っても

らいたいです。

７月１日からの一年間、私以外の

キャンペーン隊の２人は私の持って

いないものをたくさん持っていると

思います。それらを補いながら協力

して仲良くやっていきたいです。今

年度のキャンペーン隊が今まで以上

に印象に残るものになるよう頑張り

ます。みなさんよろしくお願いしま

す。私は敦賀の海が大好きです。

私は、一言で言

ってしまえば敦賀が

とても大好きです。

一日一日普通に暮らしてい

てはあまり分かりませんが、一分一

秒時間がたつにつれ、敦賀の良い所

が分かってくる気がします。

海や山があって、たくさんの自然

に囲まれているし、たくさんの行事

があって一年中楽しめるという、市

民のふれあいがこんなに多く楽しい

街は他にあまりないと思います。ま

た、県外に遊びに行って帰ってくる

といつも感じるのですが、なんとな

くほっとする敦賀の温かさが自分に

とって母なる大地なのだと感じてい

ます。

私は、挙げたらきりがない敦賀の

良い所を一人占めではもったいない

気がします。だから、たくさんの人

たちに敦賀の良さを伝えたくて、そ

のお手伝いをしたいと思い、キャン

ペーン隊に応募しました。

今年度のキャンペーン隊の中では

年齢が一番下ということで、考え方

や経験がまだまだ未熟で不安や心配

もあります。ですが、持ち前の元気

印でカバーし、私にしかできない事

を探していくつもりです。そのため

にも、もっともっと敦賀の歴史、景

勝地を知りたいです。

敦賀の様々な風景、食、行事を早

く全国のみなさんに実感してもらえ

るよう、これから一年間敦賀のため

に頑張ります。

これまでの自分

を 育 ん で く れ た 環

境、自分のルーツであ

る敦賀が大好きです。だから、

もっと県外のみなさんに敦賀の良さ

を伝えたいと思います。そのために

もっともっと素敵な自分になりたい

と思っています。内面やセンスも磨

いて、敦賀によい印象を抱いてもら

えるように頑張りたいです。

私は大学生で社会のことに関して

うといかもしれません。しかし、大

学生にしかできないこともきっとあ

ると思います。大学生にしかできな

いことにこだわらず、私にしかでき

ないことが敦賀をアピールする戦力

になればいいと思っています。また、

私は好奇心旺盛でフットワークが軽

いため、常に様々な事に取り組んで

います。広げた世界を直接、必ず何

かに生かしていこうとは思っていま

せんが、どこかで自分を支えてくれ

ている気がします。

学業とキャンペーン隊の両立は生

半可な気持ちではできません。しか

し大変ならそれだけやりがいがあり、

集中もして取り組めると思います。

基本的に自分磨きが鍵になると思い

ます。敦賀の良さは敦賀のみなさん

が作ってきてくれました。私はそれ

を生かしてさらに垢抜けたアピール

ができるように頑張ります。よろし

くお願いします。

問合せ

観光課　1２２－８１２８

友正
と も し ょ う

楓子
ふ う こ

さん

（東洋町）

宮原
み や は ら

由利子
ゆ り こ

さん

（昭和町１丁目）

佐藤
さ と う

康子
や す こ

さん

（市野々町２丁目）

情報公開制度

個人情報保護制度


